
第６回

令和デザイントークとは…
広く市民の声を聴くために開催される
新しい市民との対話の場とし、次期総
合計画への反映と市職員の人材育成・
政策形成能力の向上などさまざまな分
野への波及効果を目的としています。

開
催
日
／
令
和
３
年
12
月
24
日（
金
）

開
催
場
所
／

　
学
校
法
人
川
島
学
園
れ
い
め
い
高
等
学
校

出
席
者
／

〇
学
校
法
人
川
島
学
園
れ
い
め
い
高
等
学
校

・
進
路
指
導
部
長	

門
松
経
太
先
生（
普
通
科
担
当
）

・
進
路
指
導
部	

平
　
剛
生
先
生（
工
学
科
担
当
）

・
普
通
科
生
徒	

春
日
　
惇
さ
ん（
３
年
生
）

	
	

馬
場
遥
奈
さ
ん（
２
年
生
）

	
	

古
賀
龍
翔
さ
ん（
２
年
生
）

・
工
学
科
生
徒	

久
德
　
翼
さ
ん（
２
年
生
）

〇
薩
摩
川
内
市

・
田
中
市
長

・
久
保
建
設
部
長

・
家
村
建
築
住
宅
課
グ
ル
ー
プ
員（
同
高
卒
）

・
藥
師
寺
総
務
課
グ
ル
ー
プ
員（
同
高
卒
）

ご
意
見

●	

市
内
企
業
情
報
は
進
路
指
導
担
当
教
諭
で
把
握
し

て
い
る
が
、
生
徒
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
は
届
い
て
い

な
い
。
直
接
、
企
業
と
子
ど
も
た
ち
を
結
び
つ
け

る
何
か
が
あ
る
と
い
い
。

●	

一
方
で
、
企
業
情
報
が
多
す
ぎ
て
何
を
基
準
に
選

べ
ば
よ
い
か
判
断
に
迷
う
生
徒
も
い
る
。

●	

工
学
科
生
徒
は
若
手
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
で

企
業
と
直
接
接
し
て
お
り
、｢

将
来
何
を
し
た
い

か｣
に
つ
い
て
具
体
的
イ
メ
ー
ジ
を
持
て
て
い
る
。

●	

公
務
員
試
験
は
通
常
の
学
校
の
勉
強
と
は
別
に
勉

強
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

●	

本
市
内
に
は
遊
べ
る
場
所
、
み
ん
な
で
集
い
息

抜
き
が
で
き
る
場
所
が
少
な
い（
遊
技
施
設
や
カ

フ
ェ
な
ど
）。

　
今
回
は
、
本
市
隈
之
城
町
に
あ
る
学
校
法

人
川
島
学
園
れ
い
め
い
高
等
学
校
の
進
路
指

導
の
先
生
、
普
通
科
・
工
学
科
の
生
徒
と「
地

元
企
業
の
担
い
手
確
保
」を
テ
ー
マ
に
し
て

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

地
元
企
業
の
担
い
手
確
保

　
先
生
・
生
徒
の
ご
意
見
を
直
接
お
聴

き
し
た
田
中
市
長
は
、「
市
役
所
を
含

め
た
地
元
企
業
の
情
報
が
生
徒
に
届
い

て
い
な
い
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た
。
来

年
度
以
降
も
高
校
生
の
皆
さ
ん
に
対
す

る
合
同
企
業
説
明
会
は
ず
っ
と
開
催
し

て
い
く
。
加
え
て
、
中
学
生
に
対
し
て

も
、
市
内
企
業
の
情
報
提
供
の
場
と
い

う
も
の
を
来
年
以
降
、
確
実
に
作
っ
て

い
き
た
い
。市
採
用
試
験
に
つ
い
て
も
、

求
め
る
人
材
と
そ
の
試
験
内
容
、
試
験

回
数
、
時
期
の
検
討
を
し
た
い
。

　
ま
た
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
と
し

て
、
皆
さ
ん
が
集
い
な
が
ら
遊
べ
、
賑

わ
い
が
で
き
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
コ

ロ
ナ
後
の
克
服
の
中
で
や
っ
て
い
き
た

い｣

な
ど
と
述
べ
、
第
６
回
の
令
和
デ

ザ
イ
ン
ト
ー
ク
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
私
た
ち「
広
聴
・
新
ビ

ジ
ョ
ン
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

は
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
聴
く

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
方
と
の
対

話
の
場
を
設
け
る
な
ど「
開
か
れ
た
市

政
」を
目
指
す
べ
く
、
活
動
し
て
ま
い

り
ま
す
。

広
聴
・
新
ビ
ジ
ョ
ン
調
査

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

第
６
回
令
和
デ
ザ
イ
ン
ト
ー
ク

ト
ー
ク
担
当

　鮫
島

紙
面
担
当
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在
宅
で
介
護
さ
れ
て
い
る
方
へ
の

助
成
制
度

問
合
先
／
本
庁
高
齢
・
介
護
福
祉
課
高
齢
者

福
祉
Ｇ（
内
線
２
６
７
３
）

家
族
介
護
用
品
支
給
事
業

　
紙
お
む
つ
な
ど
の
介
護
用
品
を
購
入
す
る

際
に
利
用
で
き
る
金
券
を
交
付
し
ま
す
。

▼�

課
税
世
帯
＝
１
０
０
０
円
券
×
36
枚（
３

万
６
０
０
０
円
分
）

▼�

非
課
税
世
帯
＝
１
０
０
０
円
券
×
75
枚

（
７
万
５
０
０
０
円
分
）

※ 

要
介
護
者
お
よ
び
介
護
者（
申
請
者
）の
同

一
世
帯
全
員
の
課
税
状
況
に
よ
り
利
用
券

の
額
が
決
ま
り
ま
す
。

対
象
／｢

寝
た
き
り｣

ま
た
は｢

重
度
認
知
症｣

の
状
態
が
３
カ
月
以
上
続
い
て
い
る
こ
と
に

加
え
、
次
の
①
～
③
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該

当
す
る
65
歳
以
上
の
要
介
護
者
、
ま
た
は
①

の
要
件
に
該
当
す
る
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の

要
介
護
者
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方（
申

請
日
直
近
１
８
０
日
の
う
ち
90
日
以
上
在
宅

で
介
護
し
て
い
る
方
）

①
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
を
持
つ
方

③
療
育
手
帳
Ａ
を
持
つ
方

ね
た
き
り
老
人
介
護
手
当
支
給
事
業

　
１
回
の
申
請
で
６
万
円
を
支
給（
申
請
は

８
月
と
２
月
の
年
２
回
）し
ま
す
。

対
象
／
次
の
①
・
②
の
要
件
を
満
た
す
方

①�

65
歳
以
上
の
要
介
護
４
・
５
の
高
齢
者
を
、

在
宅
で
起
居
を
共
に
し
な
が
ら
、
基
準
日

（
８
月
１
日
と
２
月
１
日
）か
ら
過
去
６
カ

月
間
に
、
３
カ
月
以
上
継
続
し
て
介
護
し

て
い
る
介
護
者

②�

介
護
者
・
要
介
護
高
齢
者
の
属
す
る
世
帯

の
世
帯
員
全
員
が
市
民
税
所
得
割
が
課
さ

れ
て
い
な
い
こ
と

※�

ど
ち
ら
の
制
度
も
、
介
護
者
・
要
介
護

（
高
齢
）者
共
に
、
本
市
に
住
民
票
が
あ
り

１
年
以
上
居
住
し
て
い
る
方
が
対
象
で
す
。

な
お
、
特
別
障
害
者
手
当
・
福
祉
手
当
の

受
給
者
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

な
ど
へ
の
助
成
制
度

問
合
先
／
本
庁
高
齢
・
介
護
福
祉
課
高
齢
者

福
祉
Ｇ（
内
線
２
６
７
３
）

緊
急
通
報
体
制
整
備
事
業

　
一
人
暮
ら
し
で
虚
弱
な
高
齢
者
を
対
象
に
、

緊
急
時
に
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
市
が
指
定
す
る

通
報
先
へ
通
報
す
る
装
置
を
貸
し
出
し
ま
す
。

生
活
指
導
型
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

　
在
宅
で
の
自
立
し
た
生
活
に
不
安
の
あ
る

高
齢
者
に
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
一
時

的
に
入
所
宿
泊
し
て
い
た
だ
き
、
生
活
習
慣

な
ど
の
指
導
・
体
調
調
整
を
行
い
ま
す
。

※�

１
日
３
８
１
円
の
自
己
負
担
と
食
事
代
な

ど
の
実
費
負
担
金
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業

品
目
・
対
象
／

①
火
災
警
報
器
、
自
動
消
火
器
　

▼
所
得
税
非
課
税
世
帯
の
ね
た
き
り
高
齢
者
、

　
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど

②
電
磁
調
理
器

▼�

心
身
機
能
低
下
で
防
火
な
ど
の
配
慮
が
必

要
な
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

※�

①
の
自
動
消
火
器
と
②
の
重
複
申
請
は
で

き
ま
せ
ん
。

※�

所
得
の
状
況
な
ど
に
応
じ
て
自
己
負
担
が

あ
り
ま
す
。

高
齢
者
訪
問
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
食
事
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
高
齢
者
世
帯

な
ど
に
対
し
て
、
給
食
の
配
達
を
通
し
て
安

否
確
認
な
ど
を
行
い
ま
す
。
昼
・
夕
食
の
２

食
以
内
で
配
食
し
ま
す
。

※�

１
食
あ
た
り
５
０
０
円
の
自
己
負
担
が
あ

り
ま
す
。

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
な
ど
へ
の

助
成
制
度

介
護
予
防
元
気
度
ア
ッ
プ
事
業

▼�

令
和
３
年
度
中
に
貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
数
に

よ
る
利
用
券（
最
大
５
０
０
０
円
分
）お
よ

び
令
和
４
年
度
元
気
度
ア
ッ
プ
カ
ー
ド
を

交
付
し
ま
す
。

■
元
気
度
ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
転
換
利
用
券

申
請
に
必
要
な
物
／
令
和
３
年
度
の
元
気
度

ア
ッ
プ
カ
ー
ド

※
身
分
証
明
書
の
提
示
不
要

■�

元
気
度
ア
ッ
プ
カ
ー
ド（
高
齢
者
支
援

型
）の
交
付

対
象
／
40
歳
以
上

※
身
分
証
明
書
の
提
示
不
要

※
代
理
申
請
不
可

■ 

元
気
度
ア
ッ
プ
カ
ー
ド（
参
加
型
）の
交
付

対
象
／
65
歳
以
上

※
設
置
場
所
で
自
由
に
取
得
で
き
ま
す
。

カ
ー
ド
設
置
場
所
／
本
庁
２
階
高
齢
・
介
護

福
祉
課
、各
支
所
、甑
島
振
興
局
、各
市
民
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
中
央
公
民
館
、
各
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
総
合
福
祉
会
館

問
合
先
／
本
庁
高
齢
・
介
護
福
祉
課
包
括
支

援
Ｇ（
内
線
２
６
７
５
）

 

は
り
、
き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
等

　
　
　
　

施
術
料
助
成
事
業

　
１
回
８
０
０
円
の
受
診
券
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
／
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
１
年
以
上

居
住
し
て
い
る
満
65
歳
以
上
の
方

申
請
に
必
要
な
物
／
本
人
の
身
分
証
明
書

※�

代
理
申
請
の
場
合
は
、
本
人
お
よ
び
代
理

人
の
身
分
証
明
書
　

問
合
先
／
本
庁
高
齢
・
介
護
福
祉
課
高
齢
者

福
祉
Ｇ（
内
線
２
６
７
３
）

※�

押
印
見
直
し
に
よ
り
、
申
請
に
は
身
分
証

明
書（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）の
提

示
が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
の
た
め
の

各
種
助
成
制
度

４月１日
    からの

ご利用ください!

◀高齢者福祉
　全般

◀�介護予防
　元気度UP


